




あいさつ

　日本最古の学校として知られる史跡足利学校跡は、国指定史跡で、日本遺産「近世日本の教育

遺産群―学ぶ心・礼節の本源―」を構成する重要な資産の一つでもあります。そして、本市にとっ

ては、生涯学習、学校教育などすべての学習を包括する学問、教育の原点でもあります。

　史跡足利学校跡の杏壇門前には「かなふり松」があります。足利学校が最も栄えていた今から

約450年前の戦国時代、第７世庠主九華の頃です。学徒が本を書写する際に出会った読めない字や

意味のわからない言葉を書いてこの松に下げておくと、翌朝には庠主らがふりがなや意味を振って

くれたそうです。この伝説は、足利学校の学び方である自学自習の精神を表すものです。本市が

全国に先がけて策定した「足利市の教育目標」も、市民だれもが人生の目標と生きがいをもって

豊かなくらしをして欲しいとの願いが込められたもので、足利学校の自学自習の精神を受け継いだ

ものです。そして、自学自習の精神こそが現代教育の課題である主体的で能動的な学びにつながって

います。

　このようなことから、本市では、すべての小学４年生、中学１年生が毎年足利学校を訪れ、論語

素読の授業を行うことによって、足利学校の歴史や学びの精神、論語にある思いやりの心などを

学ぶこととしています。また、新採教員は必ず足利学校を研修の場とすることや新任、退職する

校長先生は庠主の墓へのお参りを行うことなど、教職員研修の場としても活用しています。まさに

本市教育にとって欠くことのできない大切な場所でもあります。

　足利学校では、現在、足利学校アカデミーや儒学等教養講座などの大人向け事業、足利学校絵画

大会や新春書初め会、論語かるた大会などの子ども向け事業を実施しています。また、伝統行事の

釋奠を実施することはもちろん、平成26(2014)年からはこども釋奠も実施し、次世代を担う子

どもたちに足利学校への関心を深めてもらうと共に郷土愛を育み伝統文化を継承していくことの

大切さを学んでもらうよう努力しています。

　このように教育の場としても活用している足利学校ではありますが、本計画を策定することに

よって、今まで以上に確実かつ着実に保存活用が推進されることを期待いたします。

　結びになりますが、日頃より史跡足利学校跡を大切に守ってくださっている地域の皆様、本計画

策定にあたりご尽力いただきました多くの皆様に深く感謝申し上げあいさつとさせていただきます。

足利市教育委員会教育長　若　井　祐　平　
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